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資 料 ６

事務部門の組織再編（案）

１ 趣旨
、 、県立大学の独立行政法人化に伴い 新人事制度や会計制度などの円滑な導入をはじめ

当面する課題に積極的かつ的確に対応するため、理事長等のトップマネジメントの発揮

や外部委託の導入など効率的・効果的な組織体制の整備に努め、行政需要の変化に応じ

た事務職員の配置を行う。

２ 現状と課題
（１）事務職員の配置状況

常勤１ 常勤１ （常勤６、日々雇用１）学長 事務局長 次長 庶務課（ ） （ ）

（常勤５、臨時２）会計課

（ 、 、 ）教務部長 教務課 常勤６ 非常勤１ 臨時１

(兼教員)

（事務３、臨時１）学生部長 学生課

(兼教員)

（非常勤１）就職対策室

（事務長１、司書３、非常勤２、日々雇用１）附属図書館長
(兼教員)

（２）事務局の在り方

現在の事務局長は、庶務課と会計課を管理し、所属職員（常勤職員１２名）を指揮

監督している。

教務課及び学生課、附属図書館にも事務職員を配置しているが、学長の権限の下の

組織であること、また、教務課及び学生課は兼務教員である部長の指揮監督下に置か

れていることから、事務局長に組織上の権限はない。

独立行政法人化後は、副学長が配置され、また、事務局長は副理事長となるため、

両者の組織上の権限を含めて、組織の在り方を検討する必要がある。

（３）職員の大学運営に関する専門性

事務職員（司書を除く）は、３年程度のサイクルによる人事異動があり、大学職員

としての専門性の蓄積が、国立・私立大学に比べて弱いと指摘されている。

法人化に当たって、大学職員の専門性の蓄積をどのように確保して行くかが課題と

なっている。
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３ 法人化に伴う業務量の変化

増加が見込まれる業務 減少が見込まれる業務

○ 労務・人事に関する業務 ○ システムにより効率化が見込まれる

○ 予算、決算等の財務に関する業務 業務
○ 学生支援に関する業務 ・ 債権管理

・ 旅費支払事務

４ 事務組織編成（案）のポイント
（１）トップマネジメントの発揮

理事長等の大学運営のマネジメントを発揮するため、権限と責任を明確にした組

織体制を整備する。

○ 理事長を補佐する副理事長及び理事の分担業務を明確化し、それぞれの責任体

制のもとで機動的な業務執行が可能となるよう、役員の経営戦略の具現化に向け

て法人経営の企画立案を行う「経営企画室」を設置する。

○ 大学の行政事務の効果的・効率的な運営のため、教務部及び学生部等の業務内

、 。容の検証や組織形態の検討を行うとともに 事務局長の権限の在り方を見直す

○ 新たに設置する副学長の指揮下に、学部や地域共生センター等を加える。

（２）外部委託等の積極的な導入

職員は、企画立案機能や学生支援機能の強化など、環境の変化に応じて発生する

業務に対応することとし、それ以外の専門的又は定型的な業務については、外部委

託や人材派遣を積極的に活用するなど、大学職員の専門性を確保した事務組織とす

る。

（３）プロパー職員の在り方

プロパー職員については、法人化後の業務量等を把握の上、外部委託や人材派遣

の活用を考慮しながら、専門性の確保も視野に入れた効果的な採用を検討する。

５ 公立大学法人山口県立大学組織（案）

別紙のとおり
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▼公立大学法人山口県立大学組織（案）

再 編 後
現 行

法 人 部 門 大 学 部 門

(経理・公有財産・物品は除く)総 務 部 総務グループ 庶務課⑥ ・庶務
会議及び儀式【総務、給与、福利、文書、公印、式典】 ※１ ・
・ 局次長① 事務局長①経理グループ 他部課の主管に属しない事項

【審査、支払、収納】
経理施設グループ 会計課⑤ ・
公有財産、物品事 【施設管理、財産管理〕 ・

（ ）副理事長 兼事務局長
務

教務課⑥ 教 務 部教育研究支援部 教務グループ ・学生の募集、入学、卒業等
（部長：教員兼務） （部長：教員兼務）経 営 審 議 会 局 【修学、教育研究】 ・学生の履修科目

・授業計画及び実施
・教育研究活動の点検、評価長 入 学 室 入試グループ

( ・教授会理事 非常勤;学外者) （室長：教員兼務） 【入試、大学広報】
学

学 生 課 ③ 学 生 部学生支援部 学生支援グループ ・学生の厚生指導、就職
（部長：教員兼務） （部長：教員兼務）【学生生活、就職】 ※２ ・授業料の減免、奨学金

・国際交流ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 就職対策室
・寄宿舎の運営保健・ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 保健室

学生相談室長 学生ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
理
事

・他の所管に属さない広報長 企画広報室
※３（人事、評価、企画、予算、（

・図書の選択、受入、分類、整頓学 附属図書館 附属図書館④中期計画、広報） 情報センター
・図書の閲覧、貸出及び図書目録の作成長 （所長：教員兼務）

）
情報化推進室 情報化推進室(3) 評 学・大学情報ネットワークの整備・管理

・授業シラバス等の電子情報の集計処理
議

・共同研究の実施、民間企業からの受託研究地域共生センター 地域共生ｾﾝﾀｰ(2)
会 長（所長：教員兼務） ・生涯学習教育における公開講座の開催

高齢社会の福祉の向上と生涯現役社会づくり支援理事（兼副学長） ・

・郷土文学資料の調査、収集、整理、保存郷土文学資料センター 郷土文学資料ｾﾝﾀｰ
・ 〃 の目録作成 等教育研究評議会 （所長：教員兼務）

副
※１、※２、※３国際化推進室

（室長：教員兼務）理事(非常勤;学外者)
学

国際文化学部 国際文化学部
長人 事 委 員 会

社会福祉学部 社会福祉学部

人事評価委員会 生活科学部 生活科学部

看護学部 看護学部
理事長選考会議

大学院 国際文化学研究科

総合教育機構 健康福祉学研究科

総合教育機構

※ 丸付け数字は常勤事務職員数、※ （ ）数字は本務教員数、※ １８年度配置数は今後検討

経 営 企 画 室


